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平成 20 年３月期  第１四半期財務・業績の概況
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問合せ先責任者　（役職名）取締役管理部門長　（氏名）冨　永　　育　宏　　　TEL(06)6488-2501

（百万円未満切捨）

１．平成 20年３月期第１四半期の連結業績（平成 19年４月１日　～　平成 19年６月 30日）
(1)　連結経営成績　　　　　　　   　　　 　　　　 　　　　　 　　　（％表示は対前年同四半期増減率）

売　上　高 営 業 利 益     経 常 利 益     四半期(当期)純利益

百万円　　　　％ 百万円　　　　％ 百万円　　　　％ 百万円　　　　％

20年３月期第１四半期 2,170　　　― 66　　　― 55　　　― △44　　　―
19年３月期第１四半期 ―　　　― ―　　　― ―　　　― ―　　　―

19年３月期 17,842　　12.0 348　 329.7 339　 619.3 153　　92.3

１株当たり四半期

（当期）純利益

潜在株式調整後
１株当たり四半期
（当期）純利益

円　　銭 円　　銭

20年３月期第１四半期 △2.14 ―

19年３月期第１四半期 ― ―

19年３月期 7.44 ―

(2)　連結財政状態

総　資　産 純 資 産 自己資本比率 １株当たり純資産

百万円 百万円 ％ 円　　銭

20年３月期第１四半期 22,690 3,810 16.8 184.95
19年３月期第１四半期 ― ― ― ―

19年３月期 19,215 3,780 19.7 183.68
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２．平成 20年３月期の連結業績予想（平成 19年４月１日　～　平成 20年３月 31日）　【参考】
（％表示は、通期は対前期、中間期は対前年中間期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
当期(中間)
純利益

１株当たり

当期(中間)
純利益

百万円　　　　％ 百万円　　　　％ 百万円　　　　％ 百万円　　　　％ 円　　銭

中　　間　　期 11,220　56.7 456　　　― 429　　　― 562　　　― 27.28
通　　　　　期 22,150　24.1 740　 112.1 685　 101.6 691　 351.0 33.54

３．その他

(1) 期中における重要な子会社の異動 ：　無
(2) 会計処理の方法における簡便な方法の採用の有無 ：　有
(3) 最近連結会計年度からの会計処理の方法の変更の有無 ：　有

※　業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

（将来に関する記述等についてのご注意）

　本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的

であると判断する一定の前提に基づいており、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があ

ります。
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【定性的情報・財務諸表等】

１．連結経営成績に関する定性的情報

　当四半期におけるわが国経済は、前連結会計年度からの回復基調を受け、生産の一部に弱さが見

られるものの、引続き回復基調で推移致しました。

　当社グループの業績に大きな影響を与える設備投資についても、企業収益の改善や需要の増加等

を受け、増加傾向で推移致しました。

　このような経済情勢のなか当社グループは、受注売上の確保に鋭意努力いたしました結果、受注

高は 4,315百万円、売上高は 2,170百万円となりました。一方損益面につきましては、営業利益 66
百万円、経常利益 55百万円となりましたが、特別損失の「過年度役員退職慰労引当金繰入額」を計
上したため、四半期純損失 44百万円となりました。

２．連結財政状態に関する定性的情報

（資産）

　流動資産は 16,409百万円となり、前連結会計年度末に比べ 3,331百万円増加致しました。これは
主として仕掛品・仕掛工事の増加によりたな卸資産が増加したことによるものであります。固定資

産は 6,280百万円となり、前連結会計年度末から微増致しました。この結果総資産は 22,690百万円
となり前連結会計年度末から 3,475百万円増加致しました。
（負債）

　流動負債は 15,326百万円となり、前連結会計年度末に比べ 3,537百万円増加致しました。これは
主として前受金の増加によるものであります。固定負債は 3,553 百万円となり、前連結会計年度末
から微減致しました。この結果負債合計は 18,879百万円となり前連結会計年度末から 3,444百万円
増加致しました。

（純資産）

　純資産合計は 3,810百万円となり、前連結会計年度末から微増致しました。

３．連結業績予想に関する定性的情報

　業績予想につきましては、前回平成 19年３月期末決算で公表した当初の通期業績予想から大きな
変更はございませんが、中間期につきましては、特別利益として厚生年金基金の代行部分に係る過

去分返上益の計上が確定的となったため、中間純利益が増加しております。

(注)　当期は、四半期財務・業績情報の開示初年度であるため、前年同四半期との比較は表示しておりません。
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４．（要約）四半期連結財務諸表

(1) （要約）四半期連結貸借対照表

（単位：百万円、％）

前年同四半期末

平成 19年３月期
第１四半期末

当四半期末

平成 20年３月期
第１四半期末

増  減
（参考）前期末

（平成 19年３月期末）科  目

金  額 金  額 金  額 増減率 金  額
（資産の部）

Ⅰ 流動資産 (16,409) (13,078)
現金・預金 928 963
受取手形・売掛金 9,381 9,518
たな卸資産 5,309 2,311
その他 789 284
Ⅱ 固定資産 ( 6,280) ( 6,134)
有形固定資産 4,580 4,445
無形固定資産 32 28
投資その他の資産

投資有価証券 1,118 1,000
その他 548 659

Ⅲ 繰延資産 （　 1) (　 2)
　資産合計 (22,690) (19,215)
（負債の部）

Ⅰ 流動負債 (15,326) (11,789)
支払手形・買掛金 7,710 6,651
短期借入金 3,098 2,635
一年以内償還社債 164 164
その他 4.353 2,338
Ⅱ 固定負債 ( 3,553) ( 3,645)
社債 90 90
長期借入金 391 492
その他 3,080 3,063
負債合計 (18,879) (15,435)
（純資産の部）

Ⅰ 株主資本 ( 1,602) ( 1,645)
資本金 1,030 1,030
資本剰余金 103 103
利益剰余金 474 517
自己株式 △5 △5
Ⅱ 評価・換算差額等 ( 2,208) ( 2,135)
純資産合計 ( 3,810) ( 3,780)
負債純資産合計 (22,690) (19,215)

(注)　当期は、四半期連結財務諸表の開示初年度であるため、前年同四半期末の金額及び増減欄は空欄としており

ます。
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(2) （要約）四半期連結損益計算書

（単位：百万円、％）

前年同四半期

平成 19年３月期
第１四半期

当四半期

平成 20年３月期
第１四半期

増  減
（参考）前期

（平成 19年３月期）科  目

金  額 金  額 金  額 増減率 金  額
Ⅰ 売上高 2,170 17,842
Ⅱ 売上原価 1,696 15,718
売上総利益 474 2,124
Ⅲ 販売費及び一般
管理費

408 1,775

営業利益 66 348
Ⅳ 営業外損益 △11 △9
経常利益 55 339
Ⅴ 特別損益 △113 △32
税金等調整前四半

期(当期)純利益
△58 307

税金費用 △14 154
四半期(当期)
純利益

△44 153

(注)　当期は、四半期連結財務諸表の開示初年度であるため、前年同四半期末の金額及び増減欄は空欄としており

ます。


